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098

099

100

※総合評価は、「施策の内容」の総合評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

令和8年度 令和9年度

B A A A A

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

総合評価 A A

３　「施策」の総合評価

「施策の内容」の
総合評価を
根拠とした

「施策」の総合評価

区分 選択区分 総評（施策の進捗状況や効果等を端的に記載）

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A
　人権啓発のための講演会や図書館の利用促進のための講座・講演会を計画どおり
に実施したほか、当初の計画を上回る公民館講座の実施、南郊公民館等整備事業な
ど公民館施設の計画的な施設整備による学習環境の充実などにより、生涯学習の場
づくりが進みました。

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

※今後の方向性…①=効果的な事業構成であるため、方向性を維持、②=概ね効果的な事業構成であるが、一部見直し等の余地がある、③=あまり効果的な事業構
　 成ではないため、見直しの余地が大きい、④=事業構成に問題があるため、抜本的な見直し等が必要

※「施策の内容」の総合評価…A=80点以上、B=60点以上80点未満、C=40点以上60点未満、D=20点以上40点未満、E=20点未満

生涯を通じて人権教育などについて学ぶ機会を提供するため、幼
稚園、保育所、認定こども園、小中学校等の保護者を対象とした人
権教育研修会や、地域住民を対象とした人権教育研修を実施しま
す。

A ① 人権教育課

生涯学習の拠点としての歴史を持つ公民館は、教養の向上や健康
の増進等といった従来の目的に加え、人々が集いつながり合う「人
と人をつなぐ機能」を発揮し、市民による地域の課題解決に向けた
自主的な活動の拠点として、地域特性や実情に応じたきめ細かな
公民館の運営を図り、生涯を通じて学び、活躍する市民を支えま
す。

A ① 生涯学習課

多世代の人に公民館や図書館などを気軽で安全に利用していただ
けるよう、公民館における魅力的な講座機能の充実に加え、図書
館サービスのさらなる強化を通じた拠点機能・人材育成機能を充実
します。また、老朽化した公民館施設においては、利用者に安全・
安心かつ快適な環境が提供できるよう、計画的に施設の改修整備
を進めます。

A ① 生涯学習課
/津図書館

２　「施策の内容」の総合評価と今後の方向性
番
号

施策の内容
「施策の内容」の総合評価 今後の方向性

担当課
選択区分 選択区分

担当部局 政策財務部、教育委員会

施策の内容（番号） 098 ～ 100

施策の評価シート(令和６年度分)

１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計

画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 生涯を通じた学びの推進 管理コード 051031

施策 生涯学習の推進 本冊ページ 80

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画
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05

10

31

098

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

098-4

098-3

学習成果に満足いただき、地域
に還元していただく

36,010 現状維持

098-2

098-1

公民館講
座事業

公民館講座の実
施

受講生は、学習ニーズが充足で
き、自己実現が図れるとともに、
生きがいや活力に満ちた生活を
送ることができる

公民館講座を614講
座開催する

　令和６年度の講座実績
は、総務省のデジタル活用
推進事業を活用すること
で、当初予算時の計画を上
回る651講座を開講し、令
和５年度より10講座多く開
催することができ、講座終
了後のアンケートでも、満
足度が高かった。今後も市
民の学習ニーズを意識し、
地域活動に繋がる講座内
容の充実に努める。

学習活動に関心のある方
受講生アンケートの
満足度

生涯学習
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 政策財務部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

生涯学習の拠点としての歴史を持つ公民館は、教養の向上や健康の増進等といっ
た従来の目的に加え、人々が集いつながり合う「人と人をつなぐ機能」を発揮し、市
民による地域の課題解決に向けた自主的な活動の拠点として、地域特性や実情に
応じたきめ細かな公民館の運営を図り、生涯を通じて学び、活躍する市民を支えま
す。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 生涯学習の推進 本冊ページ 80

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 生涯を通じた学びの推進 管理コード 051031098
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 - ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 - B B B A

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

098-8

098-7

098-6

098-5
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05

10

31

099

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

099-3

099-2

　白塚公民館間仕切壁設
置工事、久居公民館放送
設備改修工事を完了する
など、学習環境の改善を進
めることができた。また、光
熱水費、施設修繕（46件）、
備品購入等、施設の管理
運営を実施した（執行率
98.4％）。今後も、利用者が
安心して施設利用ができる
よう、計画的で効率的な施
設の環境改善に努める。

公民館利用者
公民館管理運営事業
の効率的な執行

生涯学習
課

安全・安心な施設利用 274,808

学習活動に関心のある方
受講生アンケートの
満足度

生涯学習
課

学習成果に満足いただき、地域
に還元していただく

36,010 現状維持

拡充・充実

　令和６年度の講座実績
は、総務省のデジタル活用
推進事業を活用すること
で、当初予算時の計画を上
回る651講座を開講し、令
和５年度より10講座多く開
催することができ、講座終
了後のアンケートでも、満
足度が高かった。今後も市
民の学習ニーズを意識し、
地域活動に繋がる講座内
容の充実に努める。

公民館講
座事業

公民館講座の実
施

受講生は、学習ニーズが充足で
き、自己実現が図れるとともに、
生きがいや活力に満ちた生活を
送ることができる

公民館講座を614講
座開催する

公民館整備事業（解
体・設計）　２件
その他施設整備に必
要な委託業務　４件

　南郊公民館等整備事業
に係る実施設計等、各種委
託業務６件を計画し、予定
通り完了した。
　今後も計画的な施設整備
を進めていく。

公民館利用者
施設整備事業の計画
的な執行

生涯学習
課

公民館管
理運営事

業
公民館施設の管
理・運営

公民館施設の計画的な施設管
理を進めることで、利用者の学習
環境が改善できる

公民館施設の適正管
理

安全・安心な施設利用 26,840 現状維持

099-1

公民館施
設整備事

業
公民館施設の学
習環境充実

公民館施設の計画的な施設整
備を進めることで、利用者の学習
環境が改善できる

担当部局 教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

多世代の人に公民館や図書館などを気軽で安全に利用していただけるよう、公民
館における魅力的な講座機能の充実に加え、図書館サービスのさらなる強化を通
じた拠点機能・人材育成機能を充実します。また、老朽化した公民館施設において
は、利用者に安全・安心かつ快適な環境が提供できるよう、計画的に施設の改修
整備を進めます。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 生涯を通じた学びの推進 管理コード 051031099

施策 生涯学習の推進 本冊ページ 80

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ①

総合評価 A A C B A A A

令和7年度 令和8年度 令和9年度

①

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

099-7

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

099-6

　計画どおりに講座・講演
会を開催することができ
た。また参加者数は延べ
191人であり、前年度の延
べ91人を上回る参加人数
であったことから、実施・事
業評価ともに「◎」とした。
　今後も継続して事業を実
施する予定である。

市民 参加人数

津図書館
社会的に関心の高いテーマにつ
いて市民が学ぶ場を設け、ひい
ては図書館の利用促進を図る

248 現状維持

099-4

図書館活
動事業

図書館の利用促
進のため、様々
なテーマの講座・
講演会を実施

生涯学習の機会を提供すること
で、多様化する市民の学習ニー
ズに対応できる

暮らしに役立つ図書
館講座を年３回、講
演会を年２回開催

099-5
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05

10

31

100

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

100-3

市内各地域で、子どもたちを取り
巻く大人の人権意識の向上を図
り、人権尊重の地域づくりを進め
る

1,720 現状維持

100-2

100-1

人権教育
講演会事

業

市内各所におい
て、市民を対象に
人権啓発のため
の講演会の実施

市民の人権に関する理解と豊か
な人権感覚を育む機会が増える

人権啓発のための講
演会の実施

　令和６年度も市内各地域
で人権教育講演会を実施
することができた。参加者
からは「自分の当たり前
が、他の人の当たり前では
ないことに気づいた」「親子
のコミュニケーションの大切
さんを考える機会になった」
等の感想があり、参加者の
人権意識の向上や親子の
関係を振り返ることにつな
がったことから、実施評価、
事業評価を「◎」とした。今
後も、津市PTA連合会等と
の連携を大切にしながら、
参加者がアウトプットできる
時間を講座に入れることや
参加の呼びかけ等を工夫
し、取組を進めていく。

幼児・児童生徒・市民
参加者の感想（満足
度、安心感等）

人権教育
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

生涯を通じて人権教育などについて学ぶ機会を提供するため、幼稚園、保育所、
認定こども園、小中学校等の保護者を対象とした人権教育研修会や、地域住民を
対象とした人権教育研修を実施します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 生涯学習の推進 本冊ページ 80

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 自分らしく心豊かに輝けるまちづくり

基本政策 生涯を通じた学びの推進 管理コード 051031100
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 A A A A A

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

100-7

100-6

100-5

100-4
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